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す
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総
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第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
等
の
報
告
及
び
通
報
の
制
度
、
報
告

又
は
通
報
を
し
た
者
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
行
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
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（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る

一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
で
行
政
機
関
等
に
勤
務
す
る
も
の
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
行
政
機
関
等
」
と
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
各
機
関
、
内
閣
の
統
轄
の
下
に

行
政
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
置
か
れ
る
各
機
関
及
び
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
各
特
定
独
立
行

政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い

う
。
）
を
い
う
。

第
二
章
　
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
す
る
報
告
及
び
通
報
等

（
上
司
等
へ
の
報
告
等
）

第
三
条
　
職
員
は
、
そ
の
属
す
る
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
と
思

料
す
る
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
等
に
お
け
る
上
司
そ
の
他
の
当
該
行
政
機
関
等
に
お
け
る
適
切
な
職
に
あ
る
者
に
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
法
令
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
実
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二
　
職
員
の
懲
戒
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
事
実
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

　
三
　
人
の
生
命
又
は
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
実
（
前
二
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

　
四
　
会
計
経
理
に
関
し
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
項
が
あ
る
事
実

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
者
は
、
当
該
報
告
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
調
査
の
上
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
者
は
、
当
該
報
告
を
し
た
職
員
の
氏
名
の
秘
匿
そ
の
他
の
措
置
で
当
該
報
告
を
し

た
職
員
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
そ
の
属
す
る
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
罪
を
犯
し
た
職
員
が
捜
査
機
関
に
発
覚
す
る
前
に
当
該
犯
罪
に
つ
い
て

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
適
正
化
委
員
会
へ
の
通
報
等
）

第
四
条
　
職
員
は
、
そ
の
属
す
る
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ

る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
行
政
適
正
化
委
員
会
に
当
該
事
実
を
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
報
に
係
る
事
実
の
存
在
を
信
ず
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る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
通
報
を
し
た
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
報
者
」
と
い

う
。
）
の
属
す
る
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
基

づ
い
て
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と

き
は
そ
の
旨
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
を
求
め
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
報
告
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
遅
滞
な
く
、
通
報
者
に
書
面
で
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
通
報
者
の
氏
名
の
秘
匿
、
資
料
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
で
通
報
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
職
員
の
守
秘
義
務
そ
の
他
の
職
務
上
の
義
務
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
報
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

７
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
報
に
係
る
事
実
の
存
否
の
判
断
の
た
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め
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
当
該
通
報
者
の
属
す
る
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
、
又
は
当
該

行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
行
政
機
関
等
の
長
は
、
当
該
勧
告
に
関
し
、
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
行
政

機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
適
正
化
委
員
会
に
対
し
、
そ

の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）

第
五
条
　
職
員
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
な
い
。

（
職
員
以
外
の
者
に
よ
る
通
報
等
）

第
六
条
　
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
実
の
存
在
を
知
っ
た
者
（
当
該
行
政
機
関
等

に
勤
務
す
る
職
員
を
除
く
。
）
は
、
当
該
行
政
機
関
等
又
は
行
政
適
正
化
委
員
会
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
行
政
機
関
等
は
、
当
該
通
報
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
調
査
の
上
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



 6

３
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
報
に
係
る
事
実
の
存
在
を
信

ず
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
通
報
に
係
る
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
、
適
切
な
措
置
を
と

る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
基

づ
い
て
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と

き
は
そ
の
旨
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
前
項
の
規
定
に

よ
る
報
告
を
求
め
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
報
告
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
遅
滞
な
く
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を

し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
通
報
者
」
と
い
う
。
）
に
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
通
報
者
の
氏
名
の
秘
匿
、
資
料
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
で
通
報
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
報
に
係
る
事
実
の
存
否
の
判
断
の
た

め
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
当
該
通
報
に
係
る
行
政
機
関
等
の
長
に
対
し
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
、
又
は
当
該
行
政
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機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
行
政
機
関
等
の
長
は
、
当
該
勧
告
に
関
し
、
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
行
政

機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
適
正
化
委
員
会
に
対
し
、
そ

の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
国
は
、
何
人
に
対
し
て
も
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
国
会
に
対
す
る
報
告
等
）

第
七
条
　
行
政
適
正
化
委
員
会
は
、
毎
年
、
第
四
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
（
行
政
適
正
化
委
員
会
が

受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
の
状
況
、
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
そ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
と
ら
れ
た
措
置
並
び

に
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
そ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
、

こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
国
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
一
般
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
行
政
適
正
化
委
員
会

（
設
置
）
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第
八
条
　
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
内
閣
府
の
外
局
と

し
て
、
行
政
適
正
化
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
任
務
）

第
九
条
　
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
、
当
該
通
報
に
係
る
行
政
機
関
等
の

長
に
対
す
る
勧
告
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
行
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

（
所
掌
事
務
）

第
十
条
　
委
員
会
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
一
　
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
二
　
第
四
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
関
す
る
こ
と
。

　
三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
委
員
会
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務

（
職
権
の
行
使
）

第
十
一
条
　
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
は
、
独
立
し
て
そ
の
職
権
を
行
う
。

（
組
織
）
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第
十
二
条
　
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
四
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２
　
委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。

３
　
委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
）

第
十
三
条
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
行
政
運
営
の
適
正
化
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
と
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
職

員
（
検
察
官
及
び
国
立
大
学
の
教
員
を
除
く
。
）
と
し
て
の
前
歴
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
そ
の
在
職
期
間
が
二
十
年
を
超

え
な
い
も
の
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

２
　
委
員
長
又
は
委
員
の
任
期
が
満
了
し
、
又
は
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
会
の
閉
会
又
は
衆
議
院
の
解
散
の
た
め

に
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る

資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
委
員
長
又
は
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
後
最
初
の
国
会
に
お
い
て
両
議
院
の
事
後
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
両
議
院
の
事
後
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
直
ち
に
そ
の
委
員
長
又
は
委
員
を
罷

免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
任
期
）

第
十
四
条
　
委
員
長
及
び
委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
長
又
は
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
。

２
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
委
員
長
及
び
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、
当
該
委
員
長
及
び
委
員
は
、
後
任
者
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ

の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
身
分
保
障
）

第
十
五
条
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
在
任
中
、
そ
の
意
に
反
し
て
罷

免
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　
一
　
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
と
き
。

　
二
　
禁

こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

　
三
　
委
員
会
に
よ
り
、
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
、
又
は
職
務
上
の
義
務
違
反
そ

の
他
委
員
長
若
し
く
は
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。
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（
罷
免
）

第
十
六
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
長
又
は
委
員
が
前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
委
員
長
又
は
委
員

を
罷
免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
服
務
等
）

第
十
七
条
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、

同
様
と
す
る
。

２
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
積
極
的
に
政
治
運
動
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

３
　
委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
許
可
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
報
酬
を
得
て
他
の
職
務
に
従
事
し
、

又
は
営
利
事
業
を
営
み
、
そ
の
他
金
銭
上
の
利
益
を
目
的
と
す
る
業
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
委
員
長
及
び
委
員
の
給
与
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

（
会
議
）

第
十
八
条
　
委
員
会
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。
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２
　
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
二
人
以
上
の
委
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４
　
委
員
会
が
第
十
五
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
を
除
く
全
員
の
一

致
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
則
の
制
定
）

第
十
九
条
　
委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
法
律
若
し
く
は
政
令
を
実
施
す
る
た
め
、
又
は
法
律
若
し
く
は
政
令
の

特
別
の
委
任
に
基
づ
い
て
、
行
政
適
正
化
委
員
会
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
）

第
二
十
条
　
委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置
く
。

（
委
員
会
の
運
営
）

第
二
十
一
条
　
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
会
が
定
め
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
政
令
へ
の
委
任
）
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第
二
十
二
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
章
　
罰
則

第
二
十
三
条
　
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
第
一
項
中
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ

と
に
関
す
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
最
初
の
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
後
最
初
に
任
命
さ
れ
る
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
国
会
の
閉
会
又
は
衆
議

院
の
解
散
の
た
め
に
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
条
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　
　
第
一
条
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
九
の
二
　
行
政
適
正
化
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
副
大
臣
及
び
副
長
官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
家

　
　
別
表
第
一
中
「
副
大
臣
及
び
副
長
官
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
国
家
公
安
委
員
会
委
員
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
適
正
化
委
員
会
委
員
長
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政

　
公
安
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

　
適
正
化
委
員
会
委
員
」

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
三
項
中
第
六
十
一
号
を
第
六
十
二
号
と
し
、
第
六
十
号
を
第
六
十
一
号
と
し
、
第
五
十
九
号
を
第
六
十
号
と
し
、

第
五
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
五
十
九
　
行
政
運
営
の
適
正
化
の
た
め
の
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
す
る
報
告
及
び
通
報
等
に
関
す
る
法
律
（
平
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成
十
四
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
十
条
に
規
定
す
る
事
務

　
　
第
十
一
条
中
「
第
三
項
第
六
十
号
」
を
「
第
三
項
第
六
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
中
「
大
臣
庁
等
」
の
下
に
「
、
行
政
適
正
化
委
員
会
」
を
加
え
る
。

　
　
第
六
十
四
条
の
表
国
家
公
安
委
員
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

行
政
適
正
化
委
員
会

行
政
運
営
の
適
正
化
の
た
め
の
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関

す
る
報
告
及
び
通
報
等
に
関
す
る
法
律
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理
　
由

　
国
の
行
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
行
政
機
関
等
の
業
務
の
執
行
に
関
し
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
等
の
報
告
及
び
通

報
の
制
度
、
報
告
又
は
通
報
を
し
た
者
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を

提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費
は
、
平
年
度
約
三
億
八
千
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。


